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　大阪ガス エネルギー・文化研究所は、1986年４月に創立され、現在「エネルギー」、「環境」、
「都市」、「住まい・生活」の４つの研究領域で、将来を見据えた諸課題に取り組んでいます。
今年初めに、「住まい・生活」に関して生活者が抱える現在の問題、期待する姿・方向、その
ギャップを埋める解決策、今後のあり方などを分析・研究するために「これからの住まいとライ
フスタイルに関する生活意識調査」を実施しました。�
　調査概要ならびにトピックスについて、以下に簡単に紹介します。詳細な分析結果につい
ては、今後、季刊誌「ＣＥＬ」誌上やホームページ上で報告していく予定です。�

①
調
査
地
域:

全
国
�

②
調
査
対
象:

満
二
〇
歳
〜
六
九
歳
の
男
女
�

③
標
本
数:

一
五
〇
〇
人
（
内
回
収
数
一
〇
三
四
人
、�

性
別:

男
性
四
六
・
三
％
、女
性
五
三
・
二
％
）
�

④
抽
出
方
法:

層
化
二
段
無
作
為
抽
出
法
（
母
集
団
は
、

二
〇
〇
四
年
三
月
三
一
日
現
在
の
二
〇
〜
六
九
歳

人
口
）
�

⑤
調
査
方
法:

留
置
記
入
依
頼
法
�

⑥
調
査
時
期:

平
成
一
七
年
一
月
二
七
日
〜
二
月
一
四
日
�

大阪ガス エネルギー・文化研究所

１  

調
査
の
概
要

 

２  

調
査
ト
ピ
ッ
ク
ス

生
活
・
住
ま
い
関
連

�
①
生
活
の
充
足�

　
生
活
全
体
の
満
足
感
（
充
足
度
）
を
、そ
の
構
成
要
素
と
思

わ
れ
る
、「
生
活
の
安
定
や
安
心
」「
生
活
が
変
化
に
富
ん
で

い
る
」
な
ど
の
項
目
で
分
解
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、「
生
活

の
安
定
や
安
心
」
に
最
も
大
き
な
比
重
が
与
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。�

　
生
活
の
満
足
感
（
充
足
度
）
を
尋
ね
た
際
の
回
答
を
被
説

明
変
数
と
し
、図
に
あ
る
よ
う
な
要
素
に
対
す
る
満
足
感
を

説
明
変
数
と
し
て
解
析
（
カ
テ
ゴ
リ
ー
回
帰
分
析
）
を
行
い

ま
し
た
。
つ
ま
り
、全
体
と
し
て
の
生
活
満
足
度
を
、個
別
の

要
因
で
分
解
す
る
の
が
目
的
で
す
。
算
出
さ
れ
た
各
要
因
の

係
数
を
影
響
度
の
大
き
さ
と
考
え
、全
体
を
一
〇
〇
と
し
て

シ
ェ
ア
を
示
し
ま
し
た
。�

　
八
〇
年
代
に
も
類
似
し
た
分
析
が
存
在
し
て
お
り
、そ
れ

と
比
較
す
る
と
「
生
活
の
安
定
や
安
心
」「
生
活
が
変
化
に
富

ん
で
い
る
」「
自
分
な
り
の
正
義
感
や
善
な
る
心
に
基
づ
い
た

生
活
を
し
て
い
る
」
と
い
う
要
因
の
重
要
度
が
増
大
し
て
い

ま
す
。
生
活
リ
ス
ク
の
増
大
や
、複
雑
に
な
っ
た
社
会
生
活
を

反
映
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
�

②
勝
ち
組
の
条
件:

単
純
な
勝
ち
組
像
は
幻
想
！�

　
昨
年
ぐ
ら
い
か
ら
、勝
ち
組
、負
け
組
と
い
う
言
葉
が
流
行

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
是
非
は
と
も
か
く
、勝
ち
組
に
な
る
条
件

と
は
何
だ
と
思
い
ま
す
か
と
、生
活
者
が
持
つ
勝
ち
組
像
に

つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、そ
の
評
価
基
準
に
は
、所
得
や
資
産
、

権
力
と
い
っ
た
、「
外
面
的
要
因
」
と
、知
性
や
秀
で
た
能
力
、
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人
望
と
い
っ
た
「
内
面
的
要
因
」
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
こ
れ
に
関
す
る
よ
り
詳
し
い
論
述
は
、本
誌
今
号

の
六
五
〜
七
〇
ペ
ー
ジ（
豊
田
「
希
望
格
差
社
会
と
信
頼
社

会
（
後
編
）
」
）に
て
行
っ
て
い
ま
す
。�

③
居
住
地
の
選
択

　
「
本
人
か
配
偶
者
の
実
家
が
近
い
」
を
選
択
し
た
人
の
特

徴
を
性
・
年
代
別
で
見
る
と
、二
〇
代
男
性
の
三
五
・
七
％
、

三
〇
代
男
性
の
三
七
・
五
％
、四
〇
代
男
性
の
三
〇
・
五
％
、

二
〇
代
女
性
の
四
八
・
三
％
、三
〇
代
女
性
の
三
九
・
四
％
、

四
〇
代
女
性
の
四
四
・
六
％
、五
〇
代
女
性
の
三
七
・
五
％
に

あ
た
り
、三
〇
代
・
四
〇
代
の
男
女
で
は
第
二
位
に
「
本
人
か

配
偶
者
の
実
家
が
近
い
」
が
挙
が
っ
て
い
ま
す
。
生
活
上
の
親

子
の
相
互
扶
助
関
係
が
居
住
地
選
択
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。�

④
将
来
の
住
ま
い

　
「
建
築
家
の
設
計
で
注
文
住
宅
」
が
、将
来
希
望
す
る
住
ま

い
の
一
位
（
三
三
・
二
％
）
。
と
り
わ
け
三
〇
代
、四
〇
代
の
女

性
の
四
割
以
上
が
「
建
築
家
の
設
計
で
注
文
住
宅
」
を
希
望
、

住
宅
取
得
世
代
の
女
性
の
、オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
指
向
の
高
ま

り
が
う
か
が
え
ま
す
。�

　
「
超
高
層
の
新
築
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
」
は
、男
性
二
〇
代
（
一

二
・
五
％
）
、三
〇
代
（
一
三
・
三
％
）
、六
〇
代
（
八
・
七
％
）
に

対
し
て
、女
性
で
は
、三
〇
代
（
四
・
九
％
）
の
み
と
支
持
が
低

い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。�

⑤
食
生
活

　
食
生
活
全
般
へ
の
満
足
度
で
は
、四
人
中
三

人
が
満
足
と
回
答
。
二
〇
代
（
一
四
・
三
％
）
、三

〇
代
（
一
〇
・
二
％
）
の
男
性
の
不
満
足
度
が
高

く
、六
〇
代
男
性
（
一
・
八
％
）
で
は
不
満
足
度

が
低
い
。�

　
一
方
、食
生
活
を
変
え
る
必
要
に
つ
い
て
の

質
問
で
は
、感
じ
て
い
る
と
い
う
回
答
が
、全
体

の
三
分
の
一
強
あ
り
、三
〇
代
、四
〇
代
の
女
性

で
は
、半
数
以
上
が
食
生
活
を
変
え
る
必
要
を

感
じ
て
い
る
と
回
答
。
食
生
活
を
変
え
る
必
要

を
感
じ
る
理
由
に
つ
い
て
は
、家
族
の
健
康
、つ

い
で
自
分
の
健
康
の
た
め
で
し
た
。�

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連

①
環
境
へ
の
配
慮
や
行
動�

　
省
エ
ネ
や
ゴ
ミ
な
ど
、「
環
境
に
配
慮
し
た
生

活
を
送
っ
て
い
る
」
と
思
う
人
は
六
八
％
。
一
方
、

省
エ
ネ
行
動
と
し
て
「
電
源
を
元
か
ら
切
る
」

を
実
行
す
る
人
は
四
二
％
、「
電
気
・
ガ
ス
の
請

求
書
・
領
収
書
を
整
理
・
保
管
し
て
い
る
」
人
は
二
五
％
。
環

境
意
識
と
実
際
の
行
動
に
は
、ズ
レ
が
存
在
す
る
こ
と
が
う

か
が
わ
れ
ま
す
。�

　
二
〇
代
男
性
で
は
、「
環
境
に
配
慮
し
て
い
な
い
」
と
思
う

人
が
七
一
・
四
％
と
環
境
意
識
が
低
く
、環
境
行
動
で
も
同
様

の
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
。�

②
エ
ネ
ル
ギ
ー
選
択�

　
電
気
・
都
市
ガ
ス
・
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
・
灯
油
に
つ
い
て
、暖
房
・

風
呂
・
給
湯
・
調
理
別
に
利
用
の
理
由
を
聞
き
ま
し
た
。
用

途
に
よ
っ
て
選
ぶ
理
由
は
様
々
で
し
た
が
、風
呂
・
給
湯
に
つ

い
て
は
「
器
具
が
設
置
さ
れ
て
い
る
か
ら
」
と
の
答
え
が
エ

ネ
ル
ギ
ー
種
別
に
か
か
わ
ら
ず
最
も
多
く
、あ
ら
か
じ
め
設

置
さ
れ
た
機
器
が
決
定
的
意
味
を
持
つ
こ
と
を
裏
付
け
て
い

ま
す
。�

③
ガ
ス
会
社
の
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
満
足
・
不
満
足

　
都
市
ガ
ス
な
ら
び
に
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
を
供
給
す
る
ガ
ス
会

社
の
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
満
足
で
は
、「
現
行
料
金
の
水
準
」

一
八
・
〇
％
、「
社
員
の
接
客
態
度
」
一
四
・
四
％
、「
休
日
・
夜

間
の
対
応
」
一
二
・
九
％
の
順
で
し
た
。
一
方
、ガ
ス
会
社
の

サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
不
満
足
は
、「
現
行
料
金
の
水
準
」
三
六
・

三
％
、「
料
金
メ
ニ
ュ
ー
の
品
揃
え
」
一
九
・
五
％
、「
省
エ
ネ
利

用
の
ア
ド
バ
イ
ス
」
一
八
・
一
％
の
順
で
し
た
。�

④
ガ
ス
会
社
の
社
会
的
責
任

　
ガ
ス
会
社
が
本
来
果
た
す
べ
き
社
会
的
責
任
で
は
、「
ガ
ス

の
安
定
供
給
」
五
四
・
六
％
、「
価
格
を
引
き
下
げ
る
経
営
努

力
」
五
二
・
一
％
、「
保
安
の
確
保
」
四
二
・
二
％
、「
環
境
に
配

慮
し
た
企
業
活
動
」
二
二
・
一
％
、「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
へ

の
取
り
組
み
」
二
一
・
九
％
等
。
一
方
、現
在
果
た
せ
て
い
る

社
会
的
責
任
で
は
、「
安
定
供
給
」
五
七
・
四
％
、「
保
安
の
確

保
」
三
七
・
五
％
、果
た
せ
て
い
な
い
責
任
と
し
て
は
、「
価
格

を
引
き
下
げ
る
経
営
努
力
」
三
三
・
三
％
、「
企
業
情
報
の
公

開
」
二
二
・
八
％
、「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
へ
の
取
り
組
み
」

二
〇
・
九
％
、な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。�

�

CEL



90CEL Jun.  2005

第Ⅰ部　成長主義を超えて

　第１章　「美しい都市」を希求する―「都市再生」の批判的検討�

　　矢作　弘（大阪市立大学大学院創造都市研究科教授）�

　第２章　空間計画とその制度設計の構想�

　　北沢　猛（東京大学大学院工学系研究科助教授）�

第Ⅱ部　都市再生の諸相

　第１章　超高層マンションをめぐる紛争の諸相�

　　藤井　さやか（日本学術振興会・特別研究員PD．）�

　第２章　都心再生と地域社会�

　　　　　　―東京駅前八重洲・日本橋地区における再開発�

　　小泉　秀樹（東京大学大学院工学系研究科都市工学専攻助教授）�

　第３章　都市再生のオールタナティブス�

　　小長谷　一之（大阪市立大学大学院創造都市研究科教授）�

　第４章　京町家と歴史的街並みの再生�

　　リム・ボン（立命館大学産業社会学部教授）�

第Ⅲ部　ミクロの都市再生―事例研究①

　第１章　大阪長屋の歴史と再生ムーブメント�

　　弘本　由香里（大阪ガス㈱エネルギー・文化研究所客員研究員）�

　第２章　つながりのある町―谷中での試み�

　　手嶋　尚人（東京家政大学造形表現学科助教授）�

　第３章　ミニ再開発を都心再生の主役に�

　　　　　　―神田の共同建替え＋コーポラティブ方式�

　　杉山　昇（NPO都市住宅とまちづくり研究会理事長）�

　　関　真弓（NPO都市住宅とまちづくり研究会事務局長）�

　第４章　山谷―ホームレス問題の解決と地域の再生をつなぐ�

　　大崎　元（㈱建築工房匠屋共同主宰）�

第Ⅳ部　都心の暮らしとマンション紛争―事例研究②

　第１章　東京・神楽坂―界隈の魅力を紡いでいくために�

　　窪田　亜矢（工学院大学建築都市デザイン学科助教授）�

　第２章　名古屋・白壁地区―歴史的町並み保存と市民活動�

　　井澤　知旦（㈱都市研究所スペーシア代表取締役）�

　第３章　大阪・谷町訴訟�

　　　　　　―空洞化した町内会と行政の寄生関係を問う�

　　矢作　弘（大阪市立大学大学院創造都市研究科教授）�

　第４章　景観保護と司法判断�

　　　　　　―国立市マンション事件民事控訴審判決�

　　角松　生史（九州大学大学院法学研究院助教授）�

第Ⅴ章　東京一極集中「再燃」の実像

　　　　　―「都心回帰」か「空洞化」か

　　山田　ちづ子（㈱日本住宅総合センター研究部上席主任研究員）�

�

主な内容と執筆者

矢
作
弘
・
小
泉
秀
樹
編
著
／
日
本
経
済
評
論
社

Ａ５版　３１０頁
本体価格３２００円
（税込３３６０円）
２００５年５月１０日発行

　
近
年
、多
く
の
都
市
で
景
観
の
混
乱
や
中
心
市

街
地
の
荒
廃
が
急
速
に
進
行
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

大
都
市
と
地
方
都
市
の
格
差
の
拡
大
も
、社
会
全

体
に
深
刻
な
影
を
投
げ
か
け
て
い
ま
す
。�

　
こ
う
し
た
中
で
、今
「
都
市
再
生
」が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。し
か
し
、特
定
エ
リ
ア
に
限
ら
れ
た
不
動

産
開
発
先
導
型
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
け
で
は
、周
辺
地

域
を
含
ん
だ
都
市
全
体
の
将
来
像
や
そ
こ
に
生
き

る
多
様
な
人
々
の
生
活
を
支
え
る
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
開

い
て
い
く
こ
と
は
困
難
で
す
。�

　
日
本
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、世
界
各
国
の
都
市
で
も
同
様
の
問
題
を
抱
え
、現
状
を
打

破
し
よ
う
と
様
々
な
施
策
が
試
み
ら
れ
て
い
ま
す
が
、い
ま
だ
決
定
的
な
オ
ー
ル
タ
ナ
テ

ィ
ブ（
代
替
）の
構
築
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。�

　
こ
う
し
た
時
代
状
況
を
踏
ま
え
た
上
で
、都
市
政
策
に
関
わ
る
研
究
者
や
行
政
職

員
な
ど
が
、都
市
再
生
の
オ
ー
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
に
企
画

さ
れ
た
の
が「
シ
リ
ー
ズ
都
市
再
生
」（
全
三
巻
）で
す
。第
一
巻
に
当
た
る
本
書
は
、大

都
市
の
中
の
小
さ
な
地
域
で
注
目
を
集
め
て
い
る
、等
身
大
の
様
々
な
取
り
組
み
を
取

り
上
げ
、成
長
主
義
を
超
え
る
都
市
の
未
来
を
展
望
し
て
い
ま
す
。（
第
一
巻
第
三
部

「
ミ
ク
ロ
の
都
市
再
生
―
事
例
研
究
①
」
内
の
第
一
章
「
大
阪
長
屋
の
歴
史
と
再
生
ム

ー
ブ
メ
ン
ト
」
を
、大
阪
ガ
ス
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所
の
弘
本
由
香
里
が
担
当
）。�
�

■問い合わせ先／株式会社日本経済評論社　TEL.03-3230-1661




